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＜ご講演概要＞ 

○気候変動、生物多様性、土地利用、窒素・リンの４項目で「プラネタリー・バウンダリー

（※）」は限界値をすでに超えており、その他の項目についても、限界値は超えていないもの

のすべて悪化しつつある。限界値を超えると、負の現象が連鎖的に起こることとなる。 

(※)地球の安定性を維持する９の最重要プロセスを特定し、それぞれについて、不可逆的移行への転換点に至らない範

囲を科学的に定義・定量化した考え方 

○プラネタリー・バウンダリーの範囲内で SDGs を達成するには、エネルギー、都市、生産・消

費、食料等の社会・経済システムの転換が必要。中でも食料システムは、気候変動、生物

多様性、土壌、水、化学物質等、全ての地球環境問題に関係しており、より重要度が高い。 

○最近、「地球環境と人類の健康の両方にやさしい食料システムとは何か」をテーマとした国際

的なレポート（EAT フォーラムと Lancet の合同コミッションのレポート）が発表され、称賛とと

もに議論の的となっている。総じて、環境にやさしい食料は、人類の健康にやさしい。そのまた

逆も然りの傾向がある。 

○地球を持続可能にするためには、食生活のシフト、農業生産のプライオリティのシフト（「量」か

ら「健康で栄養のある食」へ）、持続可能な生産方法の実施、土地利用に関する政策、食

品ロス削減の取組が必要。 

○日本は、世界的にも大きな食市場であり、原料まで遡って、食のバリューチェーンのどこにど

のような環境負荷がかかっているのか、エビデンスをもって説明し、加えて、消費者を動かす

形の情報提供が必要。 
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